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２　本判決（東京地判平成 25 年１月 31 日）について
　医師の注意義務（過失の前提となる行為義務）の基準としての医療水準は，
診療上の注意義務違反のみならず，説明義務違反の有無に関する判断におい







（３） 　東京地判平成 25 年１月 31 日（平 21（ワ）24737 号　損害賠償請求事件）Westlaw 
Japan文献番号 2013WLJPCA01318002。


































































































































































（７） 　昭和 49 年 12 月に出生した未熟児が未熟児網膜症にり患した場合につき，その診療
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水準の高度化を導き出したものである。
　医師と患者との合意のほか，先行行為や個別的な事情なども，医療水準の
高度化に影響を及ぼす可能性があることには，留意しておく必要があろう。
